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慢性腎臓病

このコーナーに関する問い合わせは
医師会事務局☎243-5611

I N F O R M A T I O N

診療時間は午前９時～午後６時。市医師会の休日当番医がホームページで検索できます。

アドレスはhttp://maebashi.gunma.med.or.jp/、携帯電話の場合はhttp://maebashi.gunma.med.or.jp/i/です。

★夜間急病診療所　朝日町四丁目9-5　　☎243-5111
　　　　　　　　　午後8時～午前0時　内科と小児科

★救急病院等案内(消防本部内)　☎221-0099

薬局　日曜・祝日は市薬剤師会会営薬局　紅雲町一丁目2-15　☎223-8400　午前9時30分～午後6時

歯科　日曜・祝日は歯科医師会休日診療所　岩神町二丁目19-9　☎237-3685　午前10時～正午、午後1時～3時

内　　　　科 外　　科 婦人科 耳鼻科 眼　科

休

日

当

番

医

休

日

当

番

医

休
日
当
番

休
日
当
番

休

日

当

番

医

休
日
当
番

休

日

当

番

医

休
日
当
番

９　
　

月

16
日
㈰

藤永小児科
内 科 医 院
（児内）
下細井町
☎235-2690

つ く も
内 科 医 院
（内）
富士見村
☎230-5085

遠藤内科医院

（内児）
野中町

☎261-3711

山 王 タ ウ ン
ク リ ニ ッ ク
（内）
山王町一丁目
☎267-1130

外科胃腸科
いしざか医院
（外整）
日吉町二丁目
☎233-4808

山本整形
外科医院
（整）
西片貝町一丁目
☎232-3069

斉川産婦
人科医院
（産婦）
高崎市岩押町
☎027-327-0462

い い づ か・
た き た 医 院
（耳鼻）
高崎市沖町
☎027-343-3387

小林眼科

（眼）
高崎市南大類町
☎027-353-4110

吉田小児科医院

（児）
箱田町

☎253-7733

下大島医院

（内）
下大島町
☎266-0086

ぬ し ろ
クリニック
（内）
亀里町

☎265-0845

田中内科医院

（内）
古市町一丁目
☎251-0254

佐々木医院

（整）
富士見村
☎288-2006

加藤外科医院

（外整）
文京町三丁目
☎221-7952

い え さ か
産婦人科医院
（産婦）
表町二丁目
☎224-1144

竹 越 耳 鼻
咽喉科医院
（耳鼻）
住吉町一丁目
☎231-3658

しみず眼科
クリニック
（眼）
樋越町

☎230-4611

９月９日㈰＝桜井接骨院　（関根町）　☎233-2897、兵藤接骨院　（朝倉町）　☎265-3994
９月16日㈰＝佐藤接骨院　（鳥取町）　☎269-5895、中村接骨院　（文京町三丁目）　☎221-5325
９月17日㈪＝松岡接骨院　（住吉町二丁目）　☎231-1683、ふちがみ整骨院　（総社町総社）　☎252-8023
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嵯峨小児科医院

（児）
青柳町

☎232-1188

はやぶさ
クリニック
（内）
小坂子町
☎264-1113

八代医院

（内）
川曲町

☎255-0846

西 片 貝
クリニック
（内）

西片貝町三丁目
☎223-6533

堺堀整形
外科医院
（整）
富士見村
☎260-5125

外科皮膚科
た き 医 院
（外）
大利根町一丁目
☎251-5101

中野産婦
人科医院
（産婦）
国領町二丁目
☎233-5588

豊 田 耳 鼻
咽喉科医院
（耳鼻）
千代田町五丁目
☎231-3411

とくい眼科

（眼）
総社町総社
☎290-1091

17
日
㈪

　慢性腎臓病という言葉から、皆さんは何

を想像しますか。土色のむくんだ顔ですか。

でも、これは慢性腎臓病の末期に見られる

症状で、初期にはほとんど症状はありませ

ん。

　そもそも慢性腎臓病という言葉ができた

のはごく最近のことで、今話題のメタボリ

ック症候群や生活習慣病の研究の過程で、

尿にタンパクが出ている人や腎臓の働きを

示す数値に異常のある人は、脳卒中や心筋

梗
こうそく
塞、心不全を起こしやすいことが分かっ

たからなのです。このような腎臓の病気は

原因を問わず慢性腎臓病と呼び、実体は高

血圧や糖尿病、慢性腎炎も含まれます。慢

性腎臓病は放っておくと進行して人工透析

を受けなければならないことになりますが、

人工透析に至る人よりも、その前に脳卒中

や心臓病などにかかる人の方が多いという

ことも分かってきました。

　さらに日本では約500万人が慢性腎臓病

であることも分かり、国や腎臓学会もその

対策に力を入れています。早めに治療すれ

ば良くなる病気ですから、尿タンパク陽性

の人や腎臓が悪いといわれた人は放置しな

いようにしましょう。

　　　　　前橋市医師会　矢野　新太郎




